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一般の造林事業

笛吹市森林総合整備事業

国補助金
51%

県補助金
17%

所有者負担
32%

国補助金
51%

県補助金
17%

市上乗せ補助金
32%

■
対
象
と
な
る
森
林
、
条
件
な
ど

　
笛
吹
市
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
た
民

有
林
に
限
り
ま
す
。

　
国
庫
補
助
事
業
︵
森
林
環
境
保
全
整
備

事
業
、
森
林
居
住
環
境
整
備
事
業
︶
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
☎
0
5
5︵
2
6
2
︶4
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
内
線
2
3
1
︶

　

0
5
5︵
2
6
2
︶4
1
1
5

　・
中
央
森
林
組
合

　
☎
0
5
5︵
2
3
2
︶
0
5
8
1

　・
峡
東
森
林
組
合

　
☎
0
5
5
3︵
3
3
︶2
9
0
1

　
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
は
、
私
た

ち
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
も
担

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
で
は

手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
荒
廃
し
た
森
林

が
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
森
林
の
も
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
、
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
整
備
不
良
の
森
林

を
解
消
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
で
推
進
し
て
い
る
﹃
笛
吹
市
森
林
総

合
整
備
事
業
﹄
は
、
国
と
県
が
経
費
を
負

担
す
る
こ
と
で
、
森
林
組
合
な
ど
が
森
林

所
有
者
の
負
担
な
し
で
森
林
整
備
を
行
う

制
度
で
す
。

　
お
持
ち
の
山
や
身
近
な
山
で
間
伐
な
ど

を
行
え
ず
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
森
林
や
整

備
が
必
要
な
森
林
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

整備前 整備後

　
森
林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
木
材
の
生
産
だ

け
で
な
く
、
水
や
空
気
を
育
み
、
私
た
ち
の
生
活
や
動
植
物
の
生
育

環
境
を
守
っ
て
く
れ
る
大
切
な
財
産
で
す
。

児童と市長による植樹

緑の少年隊代表者による誓いのことば

　
笛
吹
市
は
、
総
面
積
の
58
%
が
森
林
に

覆
わ
れ
て
お
り
、
自
然
環
境
に
大
変
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
は
、
国
土
の
保
全
や
水
資
源
の
か

ん
養
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
保
健
保
養

機
能
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
重
要
な
公
益
的
・
多
面
的
機
能

を
有
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
森
林
を
守
り
育
て
て
い

く
林
業
は
、
採
算
性
の
悪
化
な
ど
か
ら
停

滞
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
、
私
た
ち
が
森
林
の
恩

恵
を
享
受
し
、
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
を
あ
げ
て
森
林
づ
く
り
・

緑
づ
く
り
の
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
﹁
緑
の
募
金
﹂
は
、
森
林

整
備
や
地
域
の
緑
化
、
さ
ら
に
は
緑
の
少

年
隊
の
育
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
活

動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

5
月
10
日
、
御
坂
町
上
黒
駒
の
桧
峰

︵
ひ
み
ね
︶
神
社
有
林
内
に
お
い
て
、

第
1
回
﹁
笛
吹
市
植
樹
祭
﹂
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
祭
は
、
森
林
の
多
面
的
な

機
能
と
そ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
を
未

来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
森
を
愛
す
る
心

豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
市
民
の

緑
化
思
想
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

約
2
0
0
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
式
典
で
は
、
御
坂
東
小

学
校
の
児
童
で
構
成
す
る
﹁
黒

駒
緑
の
少
年
隊
﹂
の
代
表
者
に

よ
り
、
笛
吹
市
の
美
し
い
自
然

を
愛
し
、
緑
豊
か
な
21
世
紀
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
め
ざ
す
た

め
の
誓
い
の
こ
と
ば
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
、
参
加
者
に
よ

る
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
山
の

斜
面
に
ヒ
ノ
キ
2
7
0
本
、
ハ

ン
ノ
キ
40
本
、
ク
リ
45
本
、
サ

ク
ラ
45
本
が
、
順
調
な
生
育
を

願
い
な
が
ら
丁
寧
に
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。



0405 KOHO�FUEFUKI

広報ふえふき��2007.07�No.34

　
市
教
育
委
員
会
は
、
山
梨
大
学
・
都
留

文
科
大
学
・
山
梨
県
立
大
学
・
山
梨
学
院

大
学
・
山
梨
英
和
大
学
と
連
携
し
、
学
生

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
教
育
分
野
の
向
上
と
学

校
教
育
が
充
実
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容

▼
運
動
等
の
補
助

　
鉄
棒
や
跳
び
箱
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
水
泳
な
ど
、
ど
ん
な
運
動
に

も
励
ま
し
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、中
学
校
で
は
部
活
動
も
大
切
な
教
育

活
動
の
一
つ
で
す
。
み
な
さ
ん
の
得
意
な
分

野
で
生
徒
と
共
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
読
み
聞
か
せ
・
暗
唱

　
「
朝
の
活
動
」
の
時
間
や
、
休
み
時
間

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し

た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
暗
唱
を
聞
い
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
は
本
を
読
ん
で
も
ら
う
の
が

大
好
き
で
す
。
ま
た
、
暗
唱
を
聞
い
て
も
ら

う
こ
と
で
さ
ら
に
意
欲
的
に
な
り
、
国
語
に

対
す
る
興
味
が
よ
り
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
生
活
科

　「
福
祉
」「
国
際
理
解
」「
環
境
」「
情
報
」

な
ど
、
教
科
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
な
が
ら
学
習
し
て
い
き
ま
す
。
個
人
の

考
え
を
最
大
限
活
か
す
学
習
で
す
の
で
、

よ
り
多
く
の
目
や
ア
ド
バ
イ
ス
（
支
援
）

が
必
要
で
す
。

▼
校
外
学
習
・
遠
足
の
補
助

　
学
校
で
は
様
々
な
校
外
で
の
活
動
が
行
わ

れ
て
お
り
、
遠
足
も
そ
の
一
つ
で
す
。
そ
の

中
で
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
は
最
も
重
要

で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
、
安

全
確
保
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
個
別
指
導
の
お
手
伝
い

　
授
業
の
中
で
は
、
理
解
に
時
間
を
必
要

と
す
る
児
童
・
生
徒
が
い
ま
す
。
そ
の
時

に
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
担
任
の
説
明
を
補
足

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
可
能
で
あ
れ
ば
放
課
後
な
ど

の
個
別
指
導
の
お
手
伝
い
も
お
願
い
し

ま
す
。

▼
道
徳
や
学
活
で
経
験
談
を

　
子
ど
も
た
ち
の
年
齢
に
近
い
先
輩
と
し

て
、「
な
ぜ
、
勉
強
を
す
る
の
か
」「
こ
れ

ま
で
の
経
験
の
話
」
な
ど
、
道
徳
の
授
業

や
学
級
会
活
動
の
中
で
、
自
分
の
経
験
や

思
い
を
話
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
自
立
支
援
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
専
門
の
自

立
支
援
指
導
員
と
共
に
、
野
外
活
動
（
野

菜
作
り
・
野
外
炊
飯
）
を
と
お
し
て
自
立

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

　
活
動
は
主
に
土
曜
日
・
日
曜
日
に
行
い

ま
す
。

■
登
録
に
つ
い
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
に
は
登
録
が
必

要
で
す
。
各
大
学
を
と
お
し
て
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
教
職
課
程
を
履
修

し
て
い
る
こ
と
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
交
通
費

　
1
日
�
2
0
0
0
円
支
給

■
自
賠
責
保
険
・
傷
害
保
険

　
市
で
加
入
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
学
務
担
当

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）4
8
5
1

　
　
0
5
5（
2
6
5
）4
8
5
6

FAX

■投票日

7月22日（日）
（予定）

■期日前投票

■問合せ先

選挙当日、仕事や旅行などの予定がある方は期日前投票をご利用ください。

市内7箇所の期日前投票所のどこでも投票することができます。

笛吹市選挙管理委員会��☎�０５５（２６２）４１１１�（�内線�201～203）

■投票時間

午前7時～午後8時

※第15投票区（御坂町藤野木、新田、立沢）および第41投票区から
����第43投票区（芦川町）は投票終了時間を午後７時に繰り上げます。

　各支所

　　7月14日（土）～7月21日（土）
　　　午前8時30分～午後6時

　笛吹市役所本庁

　7月6日（金）～7月21日（土）
　　　午前8時30分～午後8時

《期日前投票場所・日時（予定）》

�　
5
月
10
日
、
市
連
合
区
長
会
の
任
命
式

が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
会
長
に
有
馬
満
氏

（
一
宮
町
区
長
会
長
）
、
副
会
長
に
祖
父

江
正
氏
（
八
代
町
区
長
会
長
）
が
就
任
し

ま
し
た
。

　
連
合
区
長
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
理

事
合
わ
せ
て
14
人
で
構
成
、
地
域
社
会
の

発
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
19
年
度
笛
吹
市
連
合
区
長
会（
敬
称
略
）

会
　
長

有
　
馬
　
　
�

満

副
会
長

祖
父
江
　
　
�

正

理
　
事

鈴
　
木
　
貞
　
夫

長
　
田
　
克
�

己

原
�

田
　
�
�

徹

小
�

林
�

則
�

嗣

樋
�

口
�

公
�

忠

鶴
�

田
�

幸
�

男

宮
�

澤
�

黎
�

夫

角
�

田
�

史
�

厚

飯
�

田
�

照
�

男

飯
�

島
�

盛
�

雄

飯
�

高
�

初
�

男

大
�

塚
　
�
�

　

笛
吹
市
連
合
区
長
会

（
一
宮
町
区
長
会
�

会
　
長
）

（
八
代
町
区
長
会
�

会
　
長
）

（
石
和
町
区
長
会
�

会
　
長
）

（
石
和
町
区
長
会
�

副
会
長
）

（
御
坂
町
区
長
会
�

会
　
長
）

（
御
坂
町
区
長
会
�

副
会
長
）

（
一
宮
町
区
長
会
�

副
会
長
）

（
八
代
町
区
長
会
�

副
会
長
）

（
境
川
町
区
長
会
�

会
　
長
）

（
境
川
町
区
長
会
�

副
会
長
）

（
春
日
居
町
区
長
会
�

会
　
長
）

（
春
日
居
町
区
長
会
�

副
会
長
）

（
芦
川
町
区
長
会
�

会
　
長
）

（
芦
川
町
区
長
会
�

副
会
長
）

　
市
役
所
の
管
財
課
・
区
画
整

理
事
務
所
・
議
会
事
務
局
・
監

査
委
員
事
務
局
・
公
平
委
員
会

事
務
局
が
下
記
の
と
お
り
移
転

し
ま
し
た
。

■
管
財
課

　
本
庁
1
階
↓
3
階
（
旧
議
会
事
務
局
）

■
区
画
整
理
事
務
所

　
移
転
先
住
所

　
笛
吹
市
石
和
町
松
本
1
1
2
6

　
※
笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

　
　
入
居
し
て
い
る
建
物

■
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
事
務
局
・

　
公
平
委
員
会
事
務
局

本
庁
3
階
↓
八
代
分
庁
舎
2
階

業
務
場
所
を

　
移
転
し
ま
し
た

会
長
に

�

有
馬
満
氏
（
一
宮
町
区
長
会
）

副
会
長
に

�

祖
父
江
正
氏
が
就
任

ご不明な点は市選挙管理委員会へお問い合わせください。

◎６月１５日現在の予定です。

koho02
スタンプ

koho02
スタンプ

koho02
スタンプ
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■日時　７月１６日（月）〜８月１９日（日）
（期間中の水・木・土・日）
午後８時〜８時５０分
（笛吹川の水量により中止あり）

■場所　市役所前笛吹川

　笛吹市の花火大会で会社や団体のPR
をしてみませんか？
　協賛していただいたみなさまを、山
梨日日新聞を使って山梨県全域へ広告
PRします。また、花火大会への招待チ
ケットをお渡しします。ご予算につい
てはご相談ください。

　花火大会の中で行われるメッセージ花
火の参加者を募集しています。
　あなたのメッセージを添えた花火の
打ち上げと、招待席２席をプレゼント
します。

■参加料　１口　３万円

　恒例の「笛吹川石和鵜飼」と「石和温泉連夜花火」が７月16日から始まります。かがり火の

もと、鵜匠がたくみに操る鵜飼と夜空を彩る連夜花火をあわせてお楽しみください。

　笛吹市も実りの季節をむかえ、地元産の新鮮でおい

しい野菜や果物を販売する農産物直売所がみなさんの

人気を呼んでいます。

　そこで、市営の３つの直売所を紹介します。

八
代
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

八
代
町
南
4
6
3
2
︱
1

☎
0
5
5︵
2
6
5
︶2
1
2
1

　
県
道
藤
垈
・
石
和
線
沿
い
の
果
樹
園
地

帯
に
突
然
現
れ
る
こ
の
施
設
。

　
旬
の
野
菜
や
果
物
の
ほ
か
、
特
産
品
を

原
料
に
し
た
手
作
り
加
工
品
も
人
気
で
す
。

　
ま
た
、
友
好
関
係
に
あ
る
静
岡
県
由
比

町
の
桜
え
び
や
山
梨
園
芸
高
校
で
栽
培
さ

れ
た
花
な
ど
も
格
安
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
営
業
時
間
・
定
休
日

　
3
月
〜
11
月
　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
12
月
〜
2
月
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
毎
週
火
曜
日
定
休

さ
か
い
が
わ
農
産
物
直
売
所

境
川
町
石
橋
7
0
2

☎
0
5
5︵
2
6
6
︶7
7
0
0

　
県
道
白
井
・
甲
州
線
︵
圭
林
バ
イ
パ
ス
︶

石
橋
北
交
差
点
の
大
き
な
看
板
が
目
印
。

　
地
元
境
川
町
産
の
野
菜
・
果
物
な
ど
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
は
﹁
新

鮮
で
味
が
良
い
！
﹂
と
評
判
で
、
開
店
と

同
時
に
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
求
め
る
人
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

■
営
業
時
間
・
定
休
日

　
4
月
〜
10
月
　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
11
月
〜
3
月
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
毎
週
月
曜
日
定
休

か
す
が
い
農
産
物
直
売
所

春
日
居
町
桑
戸
8
1
7
︱
1

☎
0
5
5
3︵
2
0
︶2
2
1
1

　
県
道
下
神
内
川
・
石
和
温
泉
停
車
場
線

︵
桑
戸
バ
イ
パ
ス
︶
春
日
居
小
前
交
差
点

南
東
側
J
A
支
所
の
隣
。

　
旬
の
野
菜
や
果
物
な
ど
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
春
日
居
と
い
え
ば
高
級
桃
で
有
名
、

こ
こ
で
は
光
セ
ン
サ
ー
で
厳
選
さ
れ
た
春

日
居
の
桃
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
営
業
時
間
・
定
休
日

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
夏
期
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
第
1
・
3
火
曜
日
定
休

　
※
営
業
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

R140

春日居町駅
春日居小入口

春日居小

JA支所

春日居小前桑
戸
バ
イ
パ
ス

至石和

南
区
中
央

八代南

中
央
自
動
車
道

八
代
庁
舎

←至蛍見橋

JA支所

中
央
自
動
車
道

圭林バイパス

石橋北

石橋

コンビニ

スーパー

至
旧
中
道
町

←

今年度は、笛吹川河川階段整備によって設けられた観覧席を有料販売します。

販売時期、料金についてはお問い合わせください。

■日時　７月１６日（月）〜８月２０日（月）
午後８時５０分〜９時
（雨天の場合中止あり）

■場所　市役所前笛吹川

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　☎０５５（２６２）４１１１（内線２５２）

※花火大会
　有料席の販売



　
芦
川
町
に
は
、
か
ぶ
と
造
（
づ
く
り
）

の
民
家
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
横
（
妻
）

か
ら
見
る
と
大
き
な
開
口
部
な
ど
が
あ
り
、

兜
（
か
ぶ
と
）
の
形
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
、
か
ぶ
と
造
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
か
ぶ
と
造
は
、
江
戸
時
代
の

18
世
紀
頃
に
発
生
し
、
幕
末
に
か
け
て

普
及
し
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
に
も
造

ら
れ
、
屋
根
裏
を
養
蚕
に
利
用
す
る
時

の
換
気
や
採
光
の
た
め
に
、
考
え
出
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
か
ぶ
と
造
の
家
は
、

全
国
に
分
布
し
て
い
ま

す
が
、
養
蚕
の
取
引
の

あ
っ
た
地
域
の
間
に
伝

わ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
、

東
京
や
神
奈
川
の
か
ぶ

と
造
は
、
山
梨
か
ら
伝

わ
っ
た
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
山
梨
県
内

に
は
個
性
的
で
い
ろ
い

ろ
な
形
式
も
の
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
が
、
甲
府

盆
地
の
東
部
地
域
に
は

存
在
し
な
い
の
も
特
徴

で
す
。

　
か
ぶ
と
造
の
棟
（
む
ね
）

の
上
に
太
い
角
材
を
組
ん

で
置
き
、
そ
の
重
さ
で
棟

を
押
え
た
構
造
を
、
山
梨

で
は
合
掌
（
が
っ
し
ょ
う
）

と
言
い
、
か
つ
て
こ
の
合

掌
を
の
せ
た
草
葺
の
民
家
が
芦
川
に
は

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
、
富
士
川
水
系
の
国
中
（
く

に
な
か
）
地
域
と
桂
川
水
系
の
郡
内
（
ぐ

ん
な
い
）
地
域
で
は
民
家
の
形
式
も
異

な
り
ま
す
が
、
芦
川
は
富
士
川
水
系
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
家
形
式
は

郡
内
の
系
統
で
、
郡
内
文
化
圏
も
北
限

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
左
右

の
か
ぶ
と
の
形
が
異
な
る
も
の
が
多
い

こ
と
、
か
ぶ
と
と
寄
棟
（
よ
せ
む
ね
・

四
方
に
ふ
き
お
ろ
し
た
屋
根
）
な
ど
の
組

み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
郡
内
地

域
と
は
異
な
る
点
で
す
。
特
に
後
者
は
、

国
中
地
域
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
左
の
写
真
は
、
芦
川
町
内
に
残
る
茅

葺
屋
根
の
古
民
家
で
18
世
紀
半
ば
に
造

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
半
の
民
家
は
ト
タ
ン
の
屋

根
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど

多
く
の
古
民
家
が
集
中
し
て
残
っ
て
い

る
地
域
は
、
県
内
を
は
じ
め
近
隣
の
都

県
に
も
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か
ら

こ
の
古
民
家
に
関
す
る
学
術
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
芦
川
町
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
は
「
武
田
氏
と
笛
吹
市
」
を
お

休
み
し
ま
す
。
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かぶと造の民家

左右が異なる民家

茅葺の民家

　
森
林
公
園
金
川
の
森
で
は
、
夏
休
み
中

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
遊
び
に
来
て
ね
！

　
金
川
の
森
や
河
川
敷
に
い
る
昆
虫
の
生

活
を
観
察
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
無
料

　
キ
ッ
ト
を
使
い
、
小
い
す
・
プ
ラ
ン
タ

ー
・
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
な
ど
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
22
日（
日
）〜
８
月
31
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
定
員
　
50
人

■
参
加
費
　
８
０
０
円
（
材
料
費
）

　　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
の
走

行
場
所
や
マ
ナ
ー
、
自
転
車
の
機
能
や
操

作
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
28
日（
土
）
午
前
９
時

■
定
員
　
20
人

■
参
加
費
　
保
険
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
森
と
そ
の
清
流
の
中
で
魚
の
習
性
や
や

さ
し
い
魚
の
つ
か
み
方
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
４
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
定
員
　
１
５
０
人

■
参
加
費
　
２
０
０
円

※
森
の
清
流
祭
り
の
お
申
し
込
み
受
け

付
け
は
７
月
21
日（
土
）
か
ら
で
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
一
宮
町
国
分
１
１
６
２
―
１

　
県
林
業
公
社
　
森
林
公
園
金
川
の
森

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）２
８
０
５

�
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ

ー
や
風
車
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
風
車
を
親
子
で

作
り
、
ま
た
電
池
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
８
日（
水
）〜
11
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
16
時

　
▼
８
日（
水
）
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車

　
▼
９
日（
木
）・
11
日（
土
）

　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

　
▼
10
日（
金
）
オ
ル
ゴ
ー
ル
風
車

■
場
所

　
県
営
発
電
総
合
制
御
所
ク
リ
ー
ン

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象
　
小
学
３
〜
６
年
生
と
保
護
者

　
（
２
人
１
組
）

■
定
員
　
各
部
20
組

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
�

さ
い
（
受
け
付
け
は
７
月
２
日
（
月
）

か
ら
で
す
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
企
業
局
発
電
総
合
制
御
所

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
２
１
１

　
℻
０
５
５（
２
７
８
）１
２
１
０

�

違
う
学
校
や
、
違
う
学
年
の
お
友
達
と
１

日
楽
し
く
囲
碁
や
将
棋
を
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

�
８
月
15
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
対
象
　
小
学
生

■
定
員
　
各
40
人

■
参
加
料
　
無
料

　
※
要
予
約

　
※
お
弁
当
・
飲
み
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
ル
ー
ル
　
碁
19
路
盤
を
使
用
し
互
先
で

�
黒
の
５
目
半
コ
ミ
出
し

■
申
込
・
問
合
せ
先

�
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

�
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

春の大会より
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（
独
）
国
立
女
性
教
育
会
館
は
男
女
共
同

参
画
、
学
び
の
拠
点
と
し
て
ど
な
た
で
も

利
用
で
き
る
国
の
施
設
で
す
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、
こ
こ
で
企
画
さ
れ

た
も
の
に
参
加
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、
高
齢

者
の
社
会
参
画
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
り

ま
す
。

　
男
性
の
参
加
大
歓
迎
！
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
９
月
１
日
（
土
）
　

集
合
出
発
　
午
前
６
時

帰
着
予
定
　
午
後
７
時

■
集
合
場
所

　
八
代
支
所
駐
車
場

　
（
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
）
�

■
研
修
先

　
（
独
）
国
立
女
性
教
育
会
館

　
（
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
）

■
参
加
費

　
３
０
０
０
円

　
（
保
険
料
、
高
速
料
金
）

　
※
食
事
代
は
別
途
そ
れ
ぞ
れ
負
担

■
定
員

　
25
人
（
抽
選
で
決
定
）

■
募
集
期
間

　
７
月
２
日
（
月
）〜
13
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
働
く
婦
人
の
家

　
☎
０
５
５
（
２
６
５
）４
５
９
６

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
土
・
日
曜

日
は
除
く
）
　

■
対
象

　
市
内
在
住
者

　
（
行
政
区
・
事
業
所
単
位
）

■
開
催
日

　
８
月
５
日
（
日
）・
12
日（
日
）

■
場
所

　
石
和
農
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
他

■
参
加
費

　
５
０
０
０
円

■
申
込
期
限

　
７
月
17
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
（
２
６
３
）７
９
５
９

　
前
半
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
練
習

の
成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い
披
露
し
ま
す
よ
！

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

　
そ
し
て
後
半
は
、
新
作
落
語
の
天
才
・

林
家
彦
い
ち
師
匠
、
人
気
講
談
師
・
神
田

山
陽
先
生
の
素
晴
ら
し
い
高
座
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
！

■
日
時

　
８
月
12
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
開
場
　
２
時
開
演

■
場
所

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
料
金
　
大
人
１
０
０
０
円
　

　
中
学
生
以
下
　
５
０
０
円

　
※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
７
月
１
日
〜

■
問
合
せ
先
（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
）

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
（
２
６
３
）
７
９
５
９

　　
日
本
全
国
の
子
ど
も
た
ち
や
在
日
外
国

人
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
キ
ャ
ン
プ

や
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
８
月
１
日
（
水
）〜
５
日（
日
）

■
場
所

　
山
中
湖
村
営
山
中
湖
キ
ャ
ン
プ
場

■
定
員

　
日
本
人
１
４
０
人
　
外
国
人
40
人

■
対
象

　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

■
内
容
　

　
▼
富
士
登
山

　
▼
野
外
炊
飯

　
▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム

　
▼
テ
ン
ト
設
営

　
▼
も
ぎ
店
屋
台
村
な
ど

■
申
込
締
切

　
７
月
６
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
（
３
３
５
９
）８
４
２
１

℻
０
３
（
３
３
５
４
）２
２
０
７

　
人
と
動
物
と
の
共
生
に
は
長
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

　
県
立
博
物
館
で
は
、
山
梨
県
内
で
撮

影
さ
れ
た
昭
和
初
期
か
ら
40
年
代
の
農

村
に
生
き
た
人
と
動
物
の
写
真
を
展
示

し
ま
す
。

　
な
つ
か
し
い
風
景
や
様
々
な
動
物
の

姿
な
ど
、
世
代
や
興
味
に
よ
り
い
ろ
い

ろ
な
見
方
、
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
月
20
日（
金
）〜
９
月
２
日（
日
）

（
休
館
日
　
７
月
23
日（
月
）・
30
日（
月
）・

８
月
６
日（
月
）・
20
日（
月
）・
27
日（
月
））

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
料
金

一
　
般
　
　
　
　
５
０
０
円

高
校
・
大
学
生
　
２
５
０
円

小
・
中
学
生
　
　
１
３
０
円

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
御
坂
町
成
田
１
５
０
１
―
１

山
梨
県
立
博
物
館

☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

�

　
市
内
９
カ
所
に
あ
る
山
梨
百
名
山
を
登

山
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
今
年
３
月
に
笛

吹
市
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

�
さ
ら
に
多
く
の
方
に
市
内
の
豊
か
な
自

然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
観
光

登
山
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象

▼
20
歳
以
上
の
健
常
な
方

　（
性
別
不
問
）

▼
市
内
に
あ
る
山
梨
百
名
山
（
９
山
）

の
案
内
が
で
き
る
方

▼
本
事
業
に
興
味
の
あ
る
方

■
申
込
締
切

　
７
月
20
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
５
１
〜
２
５
３
）

℻
０
５
５（
２
６
２
）８
５
０
７

　
市
で
は
、
来
年
４
月
に
採
用
す
る
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
採
用
す
る
職
種
、
採
用

試
験
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
採
用
す
る
職
種
・
人
数

　
一
般
行
政
職
（
若
干
名
）

　
消
防
職
（
若
干
名
）

■
採
用
要
件

▽
一
般
行
政
職
Ⅰ
　
昭
和
52
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

者
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
卒
業
見

込
み
の
者
及
び
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者

▽
一
般
行
政
職
Ⅱ
　
昭
和
55
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
一
般
行
政
職
Ⅰ
の
要
件
に
該
当
し

な
い
者
で
、
高
校
を
卒
業
し
た
者
、
卒

業
見
込
み
の
者
及
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者

▽
一
般
行
政
職
Ⅲ
　
昭
和
45
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
55
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
、
大
学
卒
業
後
民
間
企
業
等

に
お
け
る
土
木
職
の
経
験
が
５
年
以
上

あ
る
者
（
平
成
20
年
３
月
末
日
現
在
）

▽
消
防
職
Ⅰ
　
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
、
ま

た
は
平
成
20
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者

▽
消
防
職
Ⅱ
　
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

消
防
職
Ⅰ
の
要
件
に
該
当
し
な
い
者
で
、

高
校
を
卒
業
し
た
者
、
卒
業
見
込
み
の

者
及
び
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

※
消
防
職
に
は
身
体
上
の
条
件
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
案
内
配
布
期
間

７
月
４
日（
水
）〜
７
月
27
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
及
び
休
日
は
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
受
付
期
間

７
月
11
日（
水
）〜
８
月
１
日（
水
）

※
土
・
日
曜
日
及
び
休
日
は
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
期
間

７
月
11
日（
水
）〜
７
月
25
日（
水
）

※
手
続
き
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
笛

吹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
試
験
案
内
配
布
・
試
験
申
込
受
付
場
所

　
総
務
部
総
務
課（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

※
身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
申
込

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
一
次
試
験

　
８
月
26
日（
日
）

■
二
次
試
験
　

一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す

（
10
月
上
旬
）

■
問
合
せ
先

総
務
部
�

総
務
課
�

人
事
給
与
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
０
４
・
２
０
５
）

刈り取った麦の穂を運ぶ
（北杜市長坂郷土資料館所蔵）
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近
年
、
農
業
機
械
が
大
型
化
・
高
性
能

化
さ
れ
る
一
方
で
、
農
作
業
事
故
の
危
険

性
も
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
農
繁
期
を
迎
え
、
農
業
機
械
に
よ
る
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
の
際
に
は
次
の
点
に
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

▼
作
業
時
は
キ
チ
ン
と
し
た
服
装
を
す
る

▼
ほ
場
へ
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
え
時
に
は

注
意
す
る

▼
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る

▼
点
検
・
整
備
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す

る
▼
取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す

る
▼
棚
・
支
柱
・
針
金
等
は
、
目
印
な
ど
で

目
立
た
せ
る

▼
で
き
る
限
り
１
人
で
の
作
業
は
さ
け
る

　
少
し
の
油
断
が
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
あ
せ
ら
ず
、
急
が
ず
、
無
理
を
し
な
い

で
安
全
作
業
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
　

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

　
（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

　
現
在
、
井
戸
水
を
使
い
下
水
道
を
使
用

さ
れ
て
い
る
方
は
（
井
戸
用
計
量
装
置
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外
）
転
居
・

転
出
な
ど
の
人
数
増
減
に
よ
り
、
下
水
道

使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　
人
数
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
都
度

変
更
届
を
下
水
道
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
変
更
届
の
書
類
は
、
下
水
道
課

及
び
各
支
所
住
民
課
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
注
意

・
就
学
前
の
子
ど
も
も
家
族
構
成
人
数
に

入
り
ま
す
。

・
井
戸
を
廃
止
す
る
場
合
も
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・
芦
川
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
対
象
外

で
す
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
３
（
２
６
）５
５
４
７

①�井戸のみの認定水量
　　　　１カ月あたり１人７㎥　×　家族構成人数　×　２カ月分

②�井戸と水道の併用の場合の水量計算
　　　　水道水量(検針水量)�　＋　(�井戸のみ認定水量÷２)

※ただし、①の水量が②の水量より多い場合は、①の水量となります。

★平成19年度固定資産税納税日程

税　　目 納税別 納期限 口座振替日

固定資産税

全額全期前納

全額後期前納

第一期（期別）

７月１３日（金）
(７月１５日の日曜開庁
日に限り市役所本庁で納
付できます）

７月１３日（金）

７月３１日（火）

７月３１日（火）

口座振替なし

７月３１日（火）

※固定資産税課税明細書を同封します。明細書は来年の確定申告の際、租税公課の算出に必要な書類で
　すので、大切に保管してください。

■問合せ先　総務部　収税課　０５５(２６２)４１１１　（内線１３９～１４１）

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
交
付
し
て
い

ま
す
国
民
健
康
保
険
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
有
効
期
限
は
平
成
19
年
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
す
で
に
こ
の
認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月

１
日
以
降
も
必
要
な
方
は
、
平
成
20
年
７

月
31
日
ま
で
有
効
の
認
定
証
と
交
換
す
る

た
め
の
更
新
申
請
が
必
要
で
す
。

■
更
新
申
請
に
必
要
な
も
の

現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

印
鑑

■
申
請
場
所

市
役
所
本
庁
国
民
健
康
保
険
課

ま
た
は
各
支
所
住
民
課

（
芦
川
支
所
は
地
域
住
民
課
）

�
70
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
と
き
、
こ

れ
ま
で
は
一
度
窓
口
で
全
額
負
担
し
て
、

あ
と
か
ら
の
申
請
に
よ
り
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
し
た
。

�
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
で
入
院
時
の
窓
口
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。

▽
対
象
者

・
70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
（
す
で
に
老

人
保
健
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
を

除
く
）

・
国
民
健
康
保
険
税
が
完
納
し
て
あ
る
世

帯
の
方

▽
認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す

　
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
本
庁
・
各
支

所
の
担
当
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
、
所
得
に
よ
る
区

分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
世
帯
の
限
度
額

に
応
じ
た
認
定
証
に
な
り
ま
す
。

▽
認
定
証
の
有
効
期
限

　
毎
年
８
月
１
日
が
認
定
証
の
年
度
更
新

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
有

効
期
限
は
、
申
請
し
た
月
の
初
日
（
申
請

し
た
月
に
国
保
に
加
入
し
た
方
は
、
国
保

被
保
険
者
に
な
っ
た
日
）
か
ら
次
の
７
月

31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５
（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
１
２
３
）

■問合せ先

　市民環境部　国民健康保険課� ☎０５５(２６２)４１１１（内線１２４）

　または甲府社会保険事務所� ☎０５５(２５２)１４４１

※②③の届けに必要なもの

　年金手帳、印鑑、喪失証明など

※社会保険事務所から文書でお知らせさ

れている場合もあります。提出忘れが

ないか確認しましょう。

詳しくはお問い合わせください。

①�20歳になったとき（会社等につとめていて厚生年金、共済組合に加入している方を除く)

②�会社等を退職したとき（60歳未満で、厚生年金、共済年金資格を喪失した方）

③�配偶者の扶養からはずれたとき（離婚、収入増、配偶者が会社等を退職した方など）
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問
合
せ
先

■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

担当者から…

　
６
月
号
で
は
可
燃
ご
み
が
５
%
削
減
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
今
月
は
可
燃
ご
み
５

%
削
減
さ
れ
た
理
由
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

　
市
で
は
可
燃
ご
み
の
減
少
は

　　こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
収
集
日
が
多
く
生
活
に
密
着
し
た
ご
み
と
考
え

ら
れ
る
可
燃
ご
み
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
、
そ
の

他
プ
ラ
の
一
人
当
た
り
の
排
出
量
の
合
計
は
前
年

比
3
％
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
可
燃
ご
み
は
5
%
減
少
し
ま
し
た
。

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
と
そ
の
他
プ
ラ
は
、
平
成
17

年
度
一
部
地
域
だ
け
の
分
別
で
し
た
が
、
平
成
18

年
度
か
ら
市
内
全
域
で
分
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

前
年
よ
り
2
倍
近
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
市
民
の
皆
様
の
意
識
の
向
上
が
二
つ
の

改
善
に
つ
な
が
っ
た
か
ら
と
み
て
い
ま
す
。
ひ
と

つ
は
可
燃
ご
み
の
一
部
が
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
と

そ
の
他
プ
ラ
に
分
別
が
進
ん
だ
こ
と
、
二
つ
目
は

可
燃
ご
み
自
体
の
量
が
減
少
し
た
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
分
別
に
御
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

一人当たりのごみ排出量推移（可燃・ペーパー・プラ）

平成18年度 平成17年度

※日本容器包装リサイクル協会ホームページより抜粋
　http://www.jcpra.or.jp/index.html

　焼却してしまうだけの可燃ごみからリサイクルできるミック
スペーパーとその他プラへの分別推進だけでなく、可燃ごみ全
体の排出量が削減されて大変うれしく思っております。これか
らも御協力よろしくお願いします。

175

170

165

160

155

150

kg

　
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
妊
娠
中
や
子
育

て
の
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
！

　
日
本
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
協
会
認
定
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

　
助
産
師
に
よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
・

心
音
確
認
・
妊
娠
中
の
子
育
て
の
悩
み
相

談
も
あ
り
ま
す
。

■
対
象
　
妊
娠
13
週
以
降
の
初
産
婦
・
経

産
婦
の
方

■
日
時
　
７
月
３
日
（
火
）・
17
日
（
火
）・
31

日
（
火
）・
８
月
７
日
（
火
）・
14
日
（
火
）・

28
日（
火
）・
９
月
４
日（
火
）・
11
日（
火
）・

18
日（
火
）　

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
　
御
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
８
月
14
日
・
28
日
は
石
和
保
健
セ
ン

タ
ー
）

■
参
加
費
　
１
回
　
５
０
０
円

※
完
全
予
約
制
（
託
児
が
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

■
定
員
　
15
人

　
気
軽
に
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
を
遊
ば

せ
な
が
ら
、
親
同
士
で
子
育
て
の
情
報
交

換
を
す
る
場
所
で
す
。
　
　

　
ま
た
、
保
育
士
や
子
育
て
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
子
育
て
の
ご
相
談
に
の

り
ま
す
。

■
対
象
　
就
学
前
の
親
子

■
日
時
　
７
月
９
日（
月
）〈
自
由
あ
そ
び
〉・

30
日
（
月
）〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
わ
ら

べ
う
た
〉　
　
�

　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
　
御
坂
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室

■
参
加
費
　
無
料

※
持
ち
物
な
ど
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
子
育
て
支
援
団
体

マ
マ
＆
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト
　
あ
っ
ぷ
る

☎
０
９
０（
５
７
６
４
）４
４
２
８

a
p

p
le

-
fa

m
ily

@
d

o
c
o

m
o

.n
e
.jp

　
ま
た
は
保
健
福
祉
部
�

児
童
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は「
現

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
す
で
に
受

給
者
あ
て
に
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
て

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は

至
急
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
提
出
を
さ
れ
な
い
場
合
、
６
月
以
降
の

児
童
手
当
は
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
が
届
い
て
い
な

い
方
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課

　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）
１
９
０
４

＊
対
象
者
に
は
、
予
診
票
、
契
約
医
療
機

関
等
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

接
種
時
期
等
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

契
約
医
療
機
関
に
て
予
防
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
よ
り
転
入
し
て
き
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
、
有
効
期
限
切
れ
の
方

は
お
住
ま
い
の
地
域
の
保
健
師
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問合せ先

☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御坂支所住民課

一宮支所住民課

八代支所住民課

境川支所住民課

春日居支所住民課

芦川支所地域住民課

通知対象者

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合１期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�１期

二 種 混 合 ２ 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 １ ・ ２ 期

予防接種名

平 成 1 9 年 4 月 生 ま れ

平 成 1 8 年 7 月 生 ま れ

平成８年7月生まれ

現在見合わせています
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ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
メ
ー
ル
に
登
録
す
る
と
⋯

☆
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
・
き
っ
ず
い
ち
の
み

や
の
情
報
を
い
ち
早
く
お
届
け
し
ま
す
。

☆
子
育
て
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
︵
市

内
外
︶
を
お
届
け
し
ま
す
。
　
　
　
　

☆
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
企
業
･
商
店

か
ら
の
お
得
情
報
も
お
届
け
し
ま
す
。

　
月
に
１
〜
２
回
、
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
か
ら

携
帯
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
登
録
料
は
無
料
で
す
。

■
登
録
方
法

　y
u
y
u
y
u
@
sta

r7
.jp



に
空
メ
ー
ル
す
る

と
登
録
用
の
返
信
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く

る
の
で
、
必
要
事
項
を
入
力
す
る
と
登
録

完
了
で
す
。

　
も
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
実
に
メ
ー
ル
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
か
ら
の
メ
ー
ル
を

拒
否
さ
れ
て
い
る
方
は
、
空
メ
ー
ル
を

送
る
前
に
ド
メ
イ
ン
指
定
の
設
定
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
指
定
受
信
設
定
方
法


携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
設
定
で
許
可
す
る

ド
メ
イ
ン
に
s

t
a
r
7
.
jp



と
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。


登
録
し
た
情
報
は
こ
の
目
的
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。






　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
合
せ
先
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ


Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ


ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
・

０
５
５︵
２
６
１
︶０
２
１
８

ま
た
は
保
健
福
祉
部

児
童
課

☎
０
５
５︵
２
６
１
︶１
９
０
４

ＱＲコード

　
熱
中
症
と
は
、
暑
さ
に
よ
っ
て
起
こ
る
障
害
の
総
称
で
、
﹁
熱
け
い
れ
ん
﹂
﹁
熱
失
神
﹂

﹁
熱
疲
労
﹂﹁
熱
射
病
﹂
が
あ
り
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
で
風
が
な
く
、
日
差
し
が
強
い
と
き
に
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
室
内
で
も
起
こ
り
ま
す
の
で
、
体
育
館
で
の
運
動
時
や
、
暑
い
室
内
も
注
意

が
必
要
で
す
。
特
に
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
、
自
宅
な
ど
で
倒
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
熱
中
症
の
発
生
に
は
、
気
温
、
湿
度
、
風
速
、
ふ
く

射
熱
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。

　
気
温
が
同
じ
で
も
湿
度
が
高
い
方
が
発
生
し
や
す
く

な
る
な
ど
、
単
に
気
温
が
高
い
か
ら
発
生
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
体
調
が
悪
い
日
に
運
動
を
す
る
、
暑
い
日
が

続
く
時
よ
り
も
梅
雨
の
合
間
に
急
に
気
温
が
上
が
る
な

ど
、
そ
の
人
の
体
の
状
態
や
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い

な
い
時
の
方
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
体
内
に
生
じ
た
熱
よ
り
も
、
体
か
ら
発
散
す
る
熱
が

少
な
く
な
り
、
体
温
が
上
昇
す
る
こ
と

▼
発
汗
に
よ
り
、
体
内
の
水
と
電
解
質
︵
塩
分
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
︶
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
レ
ベ
ル
ま
で

失
わ
れ
る
こ
と

　
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
な
い
乳
幼
児
は
熱
中
症
の

危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
ベ
ビ
ー
カ
ー
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
照
り
返
し
を
受
け

て
、
体
温
を
急
上
昇
さ
せ
ま
す
！

　
夏
場
は
、
閉
め
切
っ
た
部
屋
も
危
険
で
す
。
特
に
車

内
は
危
険
で
、
数
分
間
で
温
度
は
50
度
以
上
に
も
急
上

昇
し
ま
す
。

　
死
亡
事
故
も
相
次
い
で
い
ま
す
の
で
、
車
内
な
ど
へ

の
乳
幼
児
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

▼
水
分
を
こ
ま
め
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

・
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
定
期
的
に
水
を
飲
む
。

・
運
動
時
に
は
15
分
ご
と
に
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
の
水
を

と
る
。

・
入
浴
時
は
水
分
を
十
分
に
と
る
。

・
食
欲
が
な
い
時
で
も
水
分
を
し
っ
か
り
と
る
な
ど

▼
風
通
し
が
よ
く
、
汗
が
乾
き
や
す
い
素
材
で
で
き
た

白
っ
ぽ
い
色
の
服
装
に
し
た
り
、
こ
ま
め
に
衣
服
の

調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
外
出
時
に
は
、
日
よ
け
に
な
る
帽
子
を
か
ぶ
り
、
日

陰
・
木
陰
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
涼
し
い
環
境
作
り
︵
部
屋
の
換
気
︶
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
様
子
を
よ
く
観
察
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
も
し
も
顔
色
が
悪
く
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
な

ら
、
熱
中
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
涼
し
い
所
で
休

ま
せ
、
食
塩
水
か
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
し
か
し
、
元
気
の
な
い
状
態
が
続
い
た
り
、
意
識
が

は
っ
き
り
せ
ず
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
時
に
は
危
険
で

す
。
救
急
車
で
す
ぐ
に
病
院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
は
と
き
に
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
夏
場
の
過
ご
し
方
に
注
意
を
し
て
、
熱
中
症
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ


Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ


ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
﹂
で
は
、
市
内
に
転
入
さ

れ
た
親
子
と
在
住
の
親
子
と
の
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
月
18
日
︵
水
︶

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
場
所


笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
内
容

▽
親
子
あ
そ
び
・
食
育
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー

▽
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ
︵
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
遊
ん
で
る
の
？
　
な
ど
︶

▽
郷
土
料
理
を
食
べ
よ
う

■
持
ち
物

　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
・
飲
み
物

■
対
象

▽
笛
吹
市
に
１
年
以
内
に
転
入
し
た
親

子
　
20
組

▽
笛
吹
市
在
住
の
親
子
　
20
組

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
参
加
費
　
無
料

■
共
催

　
食
生
活
改
善
推
進
員
会
　
石
和
支
部

■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ


Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ


ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
０
５
５
︵
２
６
１
︶
０
２
１
８

　
﹁
子
ど
も
の
心
の
土
台
づ
く
り
﹂
と
い

う
内
容
で
、
新
津
小
児
科
﹁
親
と
子
の
心

の
相
談
室
﹂
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
川
辺
修
作
先

生
が
講
演
会
を
し
ま
す
。

※
講
演
会
中
、
中
高
生
が
お
子
さ
ん
と
遊

び
ま
す
。

■
日
時

７
月
25
日︵
水
︶午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
場
所

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
対
象

０
カ
月
〜
３
歳
児
の
親
子
20
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　

■
申
込
・
問
合
せ
先

つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
０
５
５︵
２
６
１
︶０
２
１
８

お
詫
び
と
訂
正

　
６
月
号
14
ペ
ー
ジ
掲
載
﹁
笛
吹
市
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
﹂

の
記
事
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
事
務

所
の
正
し
い
電
話
番
号
は
﹁
０
５
５︵
２

６
３
︶
２
１
８
８
﹂
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。
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お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
専
門

の
教
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
来
校
さ
れ

る
の
が
難
し
い
方
は
電
話
や
メ
ー
ル
で
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
日
時

�
7
月
16
日
（
月
）
〜
19
日
（
木
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
場
所

�
山
梨
市
大
野
1
0
0
9

県
立
ろ
う
学
校
幼
児
指
導
室

■
対
象
　
0
歳
児
か
ら

■
相
談
内
容

○
お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と

ば
」
に
関
す
る
悩
み
相
談

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ
り
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）

○
聴
力
測
定
・
補
聴
器
調
整

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。（
受
け
付
け
は
7
月
13

日
（
金
）
午
後
5
時
ま
で
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」（
担
当
　
中
込
・
金
子
）

☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
3
7
8

　
℻
0
5
5
3
（
2
2
）
6
4
1
9
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a
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�
㈶
山
梨
県
青
少
年
協
会
で
は
、
山
梨
県

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校
卒
業
後
に
無
職

が
続
く
若
者
、
離
職
後
再
就
職
の
め
ど
が

た
た
な
い
若
者
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
、

若
者
の
就
業
を
多
角
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
な
ど
の
自
立
に

向
け
た
相
談
に
応
じ
る
「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
」
、
ま
た
精
神
面
の
ケ
ア
専

門
家
で
あ
る
「
臨
床
心
理
士
」
が
対
応
し

ま
す
。

　
相
談
に
関
す
る
個
人
情
報
は
、
法
律
に

よ
り
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
面
談
ご
希
望
の
方
は
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

甲
府
市
川
田
町
5
1
7

㈶
山
梨
県
青
少
年
協
会
山
梨
県
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」相
談
室

☎
0
5
5
（
2
3
0
）2
2
3
9

※
休
館
日

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は

開
館
）
・
祝
日
の
翌
日
・
年
末
年
始

・同　石和支所 ・同　御坂支所 ・同　一宮支所
055（262）1267 055（263）0848 0553（47）2288

・同　八代支所

・同　境川支所 ・同　春日居支所 ・同　芦川支所

�055（265）2240

055（266）5911 0553（26）3667 055（298）2170�����

笛吹市社会福祉協議会
　055-265-5182���

【問合せ先】

※できる限り事前にご予約ください。予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
　予約は、下記の社会福祉協議会本所・各支所どちらでも結構です。

○専門家による相談

○相談員による相談 心配ごと相談……
人権相談…………
行政相談…………
消費生活相談……

民生委員・児童委員が福祉に関する相談に応じます。
人権擁護委員が人権にかかわる相談に応じます。
行政相談委員が行政機関に関する相談に応じます。
消費生活相談員が消費生活にかかる相談に応じます。

弁護士・司法書士が相談に応じます。

【開設日程】

毎日の暮らしの中での問題に関しての相談に応じます。
相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・人権擁護委員・行政相談委員

開設日

7

8

9

8

7

9

8

7

9

7

9

9

25

22

26

17

18

19

8

12

13

5

6

6

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

水

水

水

金

水

水

水

木

木

木

木

木

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

ふれあいの家�

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

芦川町ふれあいプラザ

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

開設場所 時　間 相談員

Eメール
　

笛
吹
市
で
は
、
幼
児
教
育
の
一
層
の
普

及
を
は
か
る
た
め
、
「
平
成
19
年
度
私
立

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業
」
を
国
の

補
助
を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。

■
対
象笛

吹
市
に
住
所
が
あ
り
、
私
立
幼
稚

園
に
通
う
満
3
歳
か
ら
5
歳
の
園
児
の

保
護
者
（
市
民
税
の
所
得
割
に
応
じ
て

補
助
さ
れ
る
金
額
が
決
定
し
ま
す
）

私
立
幼
稚
園
の
所
在
地
は
市
内
・
市

外
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

「
保
育
料
減
免
措
置
に
関
す
る
調
書
」

を
私
立
幼
稚
園
を
と
お
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

（
そ
の
他
、
添
付
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
）

詳
細
に
つ
い
て
は
幼
稚
園
を
と
お
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
�

教
育
総
務
課

�
�
�
�
�
�
�

総
務
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
5
）
4
8
5
2

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
1
6
1
）

シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員

　
中
級
養
成
講
座
が
ス
タ
ー
ト
!

高
齢
者
に
よ
る

�
高
齢
者
の
た
め
の
健
康
体
操
指
導
!

昨
年
度
「
初
級
体
操
指
導
員
養
成
講
座
」

を
修
了
し
た
23
人
の
第
一
期
生
が
、
5
月

25
日
か
ら
始
ま
っ
た
市
主
催
の
「
中
級
養

成
講
座
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
初
級
修
了
者
の
み
な
さ

ん
が
、
地
域
で
の
さ
ら
な
る
実
践
活
動
の

推
進
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
開
催
す
る

も
の
で
す
。

市
で
は
今
後
、
さ
ら
に
健
康
で
活
き
活

き
と
し
た
「
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
」
と

し
て
、
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
は
も
と
よ

り
、
地
域
高
齢
者
へ
の
健
康
体
操
の
普
及
、

介
護
予
防
事
業
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
見
え
方
」
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も
さ

ん
か
ら
成
人
の
方
、
保
護
者
の
方
、
支
援

を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
の
活
動
を
用
意
し
ま
し
た
。
同

じ
悩
み
を
持
つ
方
と
話
し
た
り
、
情
報
交

換
が
で
き
る
よ
い
機
会
で
す
。

　
ま
た
、
視
覚
障
害
に
か
か
わ
る
便
利
グ

ッ
ズ
や
視
覚
補
助
具
（
拡
大
読
書
器
、
弱

視
レ
ン
ズ
な
ど
）
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
な

ど
の
展
示
も
し
ま
す
。

■
日
時

7
月
22
日（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
9
時
45
分
�

受
付

午
前
10
時
　
グ
ル
ー
プ
活
動
（
体
験
遊

び
・
学
習
活
動
・
講
演
会
）
な
ど

■
場
所

県
立
盲
学
校

■
申
込
方
法

グ
ル
ー
プ
活
動
の
参
加
希
望
は
、
前
日

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

　
お
子
さ
ま
の
「
見
え
方
」
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て

か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、

視
覚
に
問
題
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指

導
さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、
目
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
盲
学
校
へ
の
就
学
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時
・
会
場

・
7
月
7
日（
土
）
・
8
日（
日
）

　
県
立
盲
学
校

・
7
月
14
日（
土
）

　
鰍
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
7
月
15
日（
日
）

　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
会
場
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

■
費
用
　
無
料

■
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
盲
学
校
�

視
覚
障
害
教
育
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
担
当
�

佐
田
・
浅
川
）

　
☎
0
5
5（
2
2
6
）
3
3
6
1
　
�

℻
0
5
5（
2
2
6
）
3
3
6
2
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笛
吹
市
は
﹁
桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
と
温

泉
の
郷
﹂
と
し
て
全
国
へ
P
R
事
業
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
内
の
就
農
人
口
の
高
齢
化

に
よ
っ
て
、
こ
の
﹁
生
産
量
日
本
一
﹂
を

将
来
的
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て

厳
し
い
現
状
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
笛
吹
市
で
は
、
多
く
の
農
地
面
積
を
維

持
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
問
題

の
検
討
や
改
善
に
力
を
注
い
で
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
中
国
北
京
市
か
ら
桃
の
研
究

者
﹁
姜
全
︵
し
ょ
う
ぜ
ん
︶
﹂
氏
を
招
き

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
演
会
の
参

加
者
か
ら
﹁
中
国
の
桃
を
作
っ
て
み
た
い
!
﹂

と
の
反
響
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
中
国
の
桃

の
苗
木
の
輸
入
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
﹁
笛
吹
市
中
国
農
業
交
流
協
会
﹂

は
、
農
業
生
産
技
術
の
向
上
や
観
光
資
源

の
発
掘
を
目
指
し
交
流
を
進
め
る
こ
と
で
、

お
互
い
の
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
協
会
は
市
内
の
農
業
者
、
観
光
農
園

有
志
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
中
国
北
京
市

平
谷
区
と
交
流
を
進
め
る
中
で
、
中
国
の

桃
を
笛
吹
市
内
で
栽
培
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
中
国
農
業
交
流
協
会
事
務
局


︵
担
当
　
山
口
︶

　
☎
０
９
０︵
８
８
５
７
︶１
４
４
６

　
ま
た
は
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
農
産
推
進
担
当

　
☎
０
５
５︵
2
6
2
︶４
１
１
１

　
笛
吹
交
通
安
全
協
会
︵
石
和
・
御
坂
・

一
宮
・
八
代
・
春
日
居
・
境
川
・
芦
川

各
支
部
︶
で
は
、
毎
年
各
ご
家
庭
か
ら

協
力
費
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
貴
重
な
協
力
費
は
、
﹁
春
と
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
﹂
を
は
じ
め
、
夏
と
冬

の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
・
高
齢
者

や
子
ど
も
の
交
通
安
全
教
室
な
ど
の
交

通
安
全
啓
発
活
動
の
た
め
に
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
各
ご
家
庭
を
安
全
協
会
役

員
や
各
組
長
が
伺
い
ま
す
の
で
、
趣
旨

に
賛
同
・
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
協
力

費
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
警
察
署
内

　
笛
吹
交
通
安
全
協
会

　
☎
０
５
５︵
２
６
２
︶０
３
３
８

　
平
成
20
年
笛
吹
市
成
人
式
は
、
1
月

13
日︵
日
︶に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
の
成
人
式
は
原
則
と
し
て
毎

年
﹁
成
人
の
日
﹂
の
前
日
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

■
会
場

▽
石
和
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー

　
セ
ン
タ
ー

▽
御
坂
会
場
　
御
坂
農
村
環
境
改
善

　
セ
ン
タ
ー

▽
一
宮
会
場
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里

　
ふ
れ
あ
い
文
化
館

▽
八
代
会
場
　
八
代
総
合
会
館

▽
境
川
会
場
　
境
川
総
合
会
館

▽
春
日
居
会
場
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
芦
川
会
場
　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合

　
セ
ン
タ
ー

※
市
外
に
住
所
が
あ
り
笛
吹
市
成
人
式

　
に
参
加
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先


教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

☎
0
5
5︵
2
6
3
︶
7
9
5
9


ま
た
は
各
支
所
地
域
課

︵
芦
川
支
所
は
地
域
住
民
課
︶

　
笛
吹
市
情
報
公
開
条
例
に
も
と
づ
き

実
施
さ
れ
た
平
成
18
年
度
の
公
文
書
の

開
示
等
に
つ
い
て
の
実
施
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
請
求
件
数

18
件

・
開
示



5
件

・
部
分
開
示

8
件

・
非
開
示


2
件

・
対
象
外


3
件

　
笛
吹
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
も
と

づ
く
平
成
18
年
度
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
フ
ァ
イ
ル
簿
届
出

4
件

・
目
的
外
利
用
提
供

29
件

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
総
務
課
　
総
務
担
当

☎
0
5
5︵
2
6
2
︶４
１
１
１

善
意
の
ご
寄
付

石
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
　
岩
野
秀
夫
　
様

︵
石
和
町
松
本
︶

　
５
月
31
日
、
午
後
２
時
か
ら
３
時
に

か
け
て
御
坂
町
︵
下
黒
駒
・
八
反
田
・

尾
山
・
大
野
寺
・
竹
居
︶
、
八
代
町
︵
奈

良
原
・
大
口
︶
、
芦
川
町
︵
上
芦
川
・
新

井
原
︶
地
区
に
お
い
て
、
直
径
０
・
５
㎝

か
ら
１
㎝
の
ひ
ょ
う
が
降
り
、
桃
、
す

も
も
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
樹
の
ほ
か
、

収
穫
直
前
の
キ
ク
や
出
荷
時
期
を
迎
え

て
い
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
作
物
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
の
調
査
に
よ
る
概
算

の
被
害
状
況
は
市
全
体
の
被
害
面
積
約

60
ha
、
被
害
金
額
約
２
億
円
に
上
り
、

被
害
農
家
で
は
、
こ
れ
ま
で
丹
精
込
め

て
栽
培
し
て
き
た
作
物
の
惨
状
に
肩
を

落
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
と
連
携
し
、

被
害
農
家
へ
の
農
薬
代
の
補
助
や
災
害

資
金
へ
の
利
子
補
給
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

※金額は税抜き価格です。

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

平成19年5月1日㈱双成化建9,200,00012,690,000浅川中学校校舎屋根防水改修工事 八代町岡

平成19年5月17日㈱YSKe-com1,701,3121,800,000SystemsManagementServerライセンス購入 役所総務部情報政策課

〃小林建築設計事務所895,000920,000春日居小学校印刷室設計及び工事監理業務委託 春日居町桑戸

〃㈱石和植木1,350,0001,510,000笛吹川右岸線除草業務委託 笛吹川右岸線除草業務委託

〃㈱浅川工営　峡東支店1,350,0001,800,000平成１９年度街区画地確定測設測量業務委託 石和町松本

〃日本水工設計㈱　山梨事務所1,240,0002,470,000春日居地区中央監視設備実施設計業務委託 春日居町

〃小林建築設計事務所2,500,0002,610,000浅川中学校技術科棟耐震補強設計及び改修設計業務委託 八代町岡

〃
㈱中央水道コンサルタント
山梨出張所2,100,0003,200,000笛吹市一宮地区配水管及び給水管布設工事設計業務委託 一宮町

〃㈱山梨技術研究所2,680,0003,380,000市道春日居３-１７４号線測量設計業務委託 春日居町寺本

〃
一級建築士事務所
アトリエK3,750,0003,880,000一宮中学校校舎（普通教室棟・特別教室棟）耐震診断業務委託 一宮町末木

〃㈱一瀬調査設計3,600,0006,550,000市道御坂４１９.４２０号線測量設計調査業務委託 御坂町尾山

〃㈱三協事務機20,70040,000石和南小学校コピー機レンタル 石和町市部

〃㈱三協事務機23,10040,000富士見小学校コピー機レンタル 石和町今井

〃㈱小林事務機18,00019,600石和中学校コピー機レンタル 石和町小石和

〃矢崎興業㈱1,243,0001,680,000区画整理事務所解体工事 石和町松本

〃㈱拓甲建設　笛吹支店3,480,0003,780,000市道春日居３-２１７号線改修工事 春日居町別田

〃㈱拓甲建設　笛吹支店3,980,0004,190,000石農道改良工事 一宮町石

〃㈱日水コン2,190,0004,280,000川中島配水ポンプ・計装機更新実施設計等業務委託 石和町川中島

平成19年5月31日㈱石和植木678,000700,000平等川河川公園維持管理業務委託 石和町広瀬

〃昭和測量㈱　峡東支店630,0001,000,000建物調査業務委託（甲斐国分尼寺跡） 一宮町東原

〃㈱エスティ設計790,0001,260,000下水道受託工事実施設計業務委託（一宮） 一宮町神沢・土塚・国分

〃㈲佐野緑化土木4,370,0004,600,000笛吹川ふれあいゾーン維持管理業務委託 石和町市部

〃武藤工業㈱9,000,0009,220,000下水道管渠布設工事第１工区（一宮） 一宮町

〃㈱中村建設8,190,0009,000,000市道石和５号線舗装工事 石和町広瀬・唐柏

〃風間建設㈱27,600,00038,000,000下水道管渠布設工事第２工区（石和） 石和町井戸

〃日本機械工業㈱143,000,000190,000,000災害対応特殊はしご付消防ポンプ自動車 消防本部

〃
㈱日本水道設計社
甲府営業所690,0001,000,000大舟浄水場着水井改修実施設計業務委託 八代町竹居

〃落合設備1,300,0001,670,000御坂町二之宮地内配水池流入管増設工事 御坂町二之宮

〃落合設備2,080,0002,150,000十郎第４配水池流入流量計設置工事 御坂町上黒駒

〃石原設備7,740,0008,020,000渋川河川改修工事に伴う第３渋川橋添架管本復旧工事 石和町小石和

〃㈱中央水道コンサルタント3,750,0008,000,000石和町配水管補償布設替工事実施設計業務委託
石和町（井戸・河内・小石和

四日市場・窪中島・市部・川中島）

〃新日本設計㈱　山梨営業所6,171,00012,380,000
平成１９年度配水管布設・布設替実施設計業務委託
００２号（八代地区） 八代町

被害状況を視察する市議会議員、市長ら



　
一
宮
南
小
学
校
は
、
読
書
活
動
優
秀

実
践
校
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
児
童
と
職
員
が
一
緒

に
な
っ
た
読
書
を
推
進
す
る
た
め
の
活

動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
校
で
は
、
職
員
に
よ
る
本
の
紹
介

や
読
み
聞
か
せ
、
児
童
で
構
成
す
る
図

書
委
員
会
が
全
校
児
童
に
お
す
す
め
の

本
の
絵
と
コ
メ
ン
ト
を
応
募
し
て
も
ら

う
﹁
し
お
り
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
な
ど
を
開

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
絵
本
作
家
・
児
童
文
学
作
家

を
学
校
に
招
待
す
る
な
ど
相
互
に
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
本
は
よ
り
身
近
な
存

在
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
石
和
町
中
川
区
育
成
会
が
、
平
成
19
年

度
山
梨
県
児
童
福
祉
功
労
団
体
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
同
育
成
会
は
、
夏
休
み
の
青
少
年
健
全

育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
三
世
代
交
流
宿

泊
キ
ャ
ン
プ
を
８
年
連
続
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
自
然
に
親
し
み
、
共

同
の
精
神
を
養
う
と
と
も
に
、
お
年
寄
り

の
体
験
談
か
ら
物
の
大
切
さ
・
平
和
の
尊

さ
・
地
域
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
な
ど
を

学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
休
み
・
冬
休
み
中
の
パ
ト

ロ
ー
ル
や
地
元
神
社
の
清
掃
活
動
な
ど
、

地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
５
月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
、
芦
川
町
地
域
に
お
い
て
﹁
す
ず

ら
ん
の
里
ま
つ
り
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
土
、
日
曜
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

市
内
、
県
内
は
も
と
よ
り
県
外
ナ
ン
バ

ー
の
車
も
多
く
見
ら
れ
、
家
族
連
れ
や

団
体
ツ
ア
ー
客
な
ど
３
日
間
で
約
８
千

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
す
ず
ら
ん
群
生
地
で
は
、
白
樺
林
の

中
に
か
れ
ん
に
咲
く
す
ず
ら
ん
の
景
観

と
、
ほ
の
か
な
香
り
に
訪
れ
た
人
々
か

ら
感
嘆
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
︵
表

紙
写
真
︶

　
特
設
テ
ン
ト
村
で
は
、
芦
川
町
地
域

の
農
産
物
な
ど
特
産
品
の
即
売
が
行
わ

れ
、
買
い
求
め
る
人
た
ち
で
大
盛
況
で

し
た
。

　
ま
た
、
市
営
す
ず
ら
ん
の
里
お
て
ん

ぐ
さ
ん
で
は
﹁
そ
ば
打
ち
体
験
﹂
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
熟
練
し
た
地
元
住
民

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
自
作
の
そ
ば
を
打
ち
、
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
27
日
に
は
、
市
役
所
支
所

前
の
芦
川
で
﹁
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
﹂
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
５
千
匹
が
放
流
さ
れ
、
早

朝
か
ら
集
ま
っ
た
約
２
０
０
人
の
太
公

望
は
、
自
然
の
美
し
い
渓
流
の
な
か
自

慢
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

素晴らしい演奏を披露

白熱した試合

　
５
月
20
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
中
心
に
演

奏
す
る
小
編
成
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

　
当
日
は
、
独
奏
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
の
井
上
祐
子
さ
ん
を

お
招
き
し
、
ホ
ー
キ
ン
ス
の
﹁
ユ
リ
ゼ
ン
﹂
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
交
響
曲
第

41
番
﹁
ジ
ュ
ピ
タ
ー
﹂、

エ
ル
ガ
ー
の
﹁
威
風

堂
々
﹂
な
ど
を
演
奏

し
ま
し
た
。
中
で
も

﹁
ユ
リ
ゼ
ン
﹂
は
、

ヴ
ィ
オ
ラ
と
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
の
共
演
と

い
う
形
で
は
世
界
初

演
で
す
。

　
会
場
に
つ
め
か
け

た
観
客
は
、
迫
力
あ

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

音
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

土俵ぎわの攻防

　
５
月
13
日
、
清
流
公
園
相
撲
場
に
お
い
て
、
第
15
回

清
流
杯
争
奪
笛
吹
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
大
会
の
男
子
個
人
戦
で
優
勝
し
た
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生
は
、
国
技
館
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
予
定
で
す
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
︵
敬
称
略
︶

団
体
戦

　
優
　
勝
　
石
和
Ａ
　

準
優
勝
　
石
和
Ｂ
　

第
３
位
　
一
宮
Ａ

個
人
戦

　
優
　
勝

　
幼
年
⋯
⋯
⋯
⋯
藤
本
　
蔵
将
︵
八
代
︶

　
低
学
年
女
子
⋯
藤
本
　
真
望
︵
八
代
︶

　
高
学
年
女
子
⋯
砂
田
　
理
彩
︵
八
代
︶

　
１
・
２
年
生
⋯
沢
登
健
太
郎
︵
牧
丘
︶

　
３
年
生
⋯
⋯
⋯
横
内
　
晋
介
︵
石
和
︶

　
４
年
生
⋯
⋯
⋯
楠
　
　
竜
童
︵
石
和
︶

　
５
年
生
⋯
⋯
⋯
遠
藤
　
　
駿
︵
一
宮
︶

　
６
年
生
⋯
⋯
⋯
小
宮
山
俊
太
︵
御
坂
︶

　
５
月
13
日
、

晴
れ
わ
た
っ
た

青
空
の
下
、
石

和
中
央
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
石
和

ふ
れ
あ
い
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
お

い
て
、
第
３
回

笛
吹
市
長
杯
争

奪
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、

県
内
の
中
学
生
か
ら
65
歳
を
超
え
る
方
ま
で
４
０
８
人

の
選
手
が
参
加
し
、
13
の
部
門
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
︵
敬
称
略
︶

中
学
生
の
部
　
男
子
　
本
沢
・
宮
下
組
︵
パ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
︶

　
　
　
　
　
　
女
子
　
杉
本
・
花
田
組
︵
都
留
一
︶

高
校
生
の
部
　
男
子
　
野
澤
・
志
村
組
︵
石
和
︶

　
　
　
　
　
　
女
子
　
矢
崎
・
新
里
組
︵
甲
商
︶

一
般
の
部
　
　
男
子
　
大
柴
・
波
越
組
︵
御
坂
・
飛
翔
︶

　
　
　
　
　
　
女
子
　
橘
田
・
池
田
組
︵
湯
田
高
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
桜
桃
︶

成
年
の
部
　
　
男
子
　
千
野
・
八
巻
組
︵
甲
府
市
役
所
・
新
星
︶

　
　
　
　
　
　
女
子
　
星
野
・
広
瀬
組
︵
か
い
じ
・
友
梨
︶

壮
年
一
部
　
　
男
子
　
酒
井
・
今
村
組
︵
大
月
・
都
留
︶

　
　
　
　
　
　
女
子
　
土
屋
・
柳
本
組
︵
か
い
じ
・
す
ず
か
け
︶

壮
年
二
部
　
　
男
子
　
梶
山
・
竹
下
組
︵
梨
大
ク
・
朋
友
会
︶

　
　
　
　
　
　
女
子
　
塚
田
・
赤
澤
組
︵
す
ず
か
け
︶

壮
年
三
部
　
　
権
正
・
高
田
組
︵
朋
友
会
・
東
京
︶
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連絡先

経営政策室広聴広報担当
TEL055（262）4111
　　（内線223・224）

このコーナーは市内の
いろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
皆さんの身近な情報を
お知らせください。

美しい渓流での釣り大会 そば打ちに挑戦

特産品を買い求める来場者

受賞した関係者

作家との交流会



　
５
月
17
日
、
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ

た
プ
ロ
野
球
﹁
日
本
ハ
ム
︱
楽
天
戦
﹂

で
笛
吹
市
春
日
居
桃
プ
レ
ゼ
ン
ト
ナ
イ

タ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
市
観
光
連
盟
春
日
居

町
観
光
協
会
が
、
桃
の
時
期
に
春
日
居

町
へ
観
光
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
行
っ
た
も
の
で
、
来
場
者
５
０
０

０
人
に
協
会
加
盟
店
で
割
引
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
、
さ
ら
に

抽
選
で
１
０
０
人
に
桃
２
㌔
箱
の
引
換

券
や
宿
泊
券
、
ゴ
ル
フ
招
待
券
な
ど
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
５
月
19
日
、
御
坂
子
ど
も
週
末
塾
﹁
お

ざ
ら
作
り
体
験
教
室
﹂
が
な
か
と
み
青

少
年
自
然
の
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
に
御
坂
地
域
の
小
学
生
20

人
が
参
加
し
、
小
麦
粉
を
こ
ね
た
り
伸

ば
し
た
り
切
っ
た
り
と
、
初
め
て
の
体

験
に
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
郷
土
食
作
り

を
学
ぶ
と
共
に
地
域
の
方
の
熟
練
し
た

技
術
に
感
動
し
、
充
実
し
た
１
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
４
月
27
日
、
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場

と
春
日
居
町
駅
の
駐
輪
場
に
、
オ
ー
ト

バ
イ
・
自
転
車
等
の
盗
難
防
止
を
呼
び

か
け
る
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
春
日
居
町
ふ
れ
あ
い
連
絡

会
が
設
置
し
た
も
の
で
、
同
連
絡
会
は

日
頃
か
ら
防
犯
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

警
察
署
と
も
協
力
し
な
が
ら
地
域
の
治

安
維
持
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
12
日
、
晴
天
の
下
、
境
川
児
童

館
で
親
子
環
境
整
備
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
児
童
館
・
学
童
保
育
室
を

利
用
し
て
い
る
親
子
１
３
０
人
が
参
加

し
、
児
童
館
職
員
ら
と
協
力
し
て
芝
生

広
場
の
草
刈
り
を
中
心
に
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
は
、
お
互
い
に
交
流
を
深

め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
手
入
れ
を

し
て
き
れ
い
に
な
っ
た
芝
生
広
場
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
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６
月
４
日
、
市
消
防
本
部
で
岡
田
彌
生
さ
ん
と
堀
内

博
昭
さ
ん
が
消
防
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
田
さ
ん
は
、
３
月
14
日
に
石
和
地
内
で
発
生
し
た

建
物
火
災
を
い
ち
早
く
発
見
し
初
期
消
火
を
し
た
功
績

が
、
堀
内
さ
ん
は
、
５
月
５
日
に
御
坂
地
内
で
発
生
し

た
林
野
火
災
で
初
期
消
火
作
業
中
、
煙
に
ま
か
れ
動
け

な
く
な
っ
た
男
性
を
発
見
し
救
出
し
た
功
績
が
そ
れ
ぞ

れ
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
消
防
行
政
の
進
展
に
関
し
て
特
に
功

績
顕
著
な
方
を
表
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
岡
田
さ
ん
と
堀
内
さ
ん
は
消
防
活
動
に
お

い
て
特
に
模
範
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
月
30
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
市

民
講
座
の
開
学
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
講
座
は
、
市
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
涯
学
習

の
充
実
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
第
１
学
期
は
各

種
講
座
や
講
習
会
な
ど
37
講
座
が
開
か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
開
学
記
念
行
事
と
し
て
雨
宮
知
子
さ
ん
の
童
謡

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
来
場
し
た

市
民
に
市
民
講
座
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
参
加
の
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
会
場
に
は
約
３
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
手
話
を

交
え
た
童
謡
か
ら
歌
謡
曲
ま
で
き
れ
い
な
歌
声
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
３
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
セ
ン
タ
ー
集
会
室
に
お
い

て
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
石
和
図
書
館
が
創
立
20
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
第
１
部
で
は
、
図
書
館
職
員
に
よ
る
着
ぐ
る
み
動
物
た

ち
の
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
し
ゃ
ぼ
ん
玉
世
界
一
の
杉
山
兄
弟
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
し

ゃ
ぼ
ん
玉
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
、
観
客
は
大
小
色
と
り
ど
り

の
し
ゃ
ぼ
ん
玉
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ョ
ー
の
最
後
に
は
、
大
き
な
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の

中
に
観
客
に
入
っ
て
も
ら
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
農
村
ひ
ろ
ば
で
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
使

っ
て
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
作
り
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

童謡を歌う雨宮知子さん

親子でしゃぼん玉の中へ

消防長から表彰を受ける岡田さん（左）と堀内さん
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みんなで協力した作業

看板を設置する連絡会のメンバー

日本ハム選手に目録を贈呈

楽しい作業でみんな笑顔
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●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　︵
こ
ど
も
読
書
ス
ペ
シ
ャ
ル
︶

　
7
月
12
日
︵
木
︶
・
19
日
︵
木
︶

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
7
月
5
日
︵
木
︶
・
26
日
︵
木
︶

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

　
7
月
14
日︵
土
︶・
21
日︵
土
︶・
28
日︵
土
︶

︵
7
月
7
日
は
七
夕
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
す
﹀

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
本
の
読
み
聞
か
せ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　︵
初
心
者
対
象
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
︶

　
7
月
3
日
︵
火
︶
・
24
日
︵
火
︶

　
午
前
10
時
30
分
か
ら


申
し
込
み
は
石
和
図
書
館
ま
で

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
7
月
10
日
︵
火
︶
・
24
日
︵
火
︶

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

︵
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本

の
読
み
聞
か
せ
し
ま
す
。︶

●
楽
蔵
︵
今
月
は
映
画
会
の
み
︶

　
7
月
7
日
︵
土
︶
午
後
2
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム︵
大
人
の
い
や
し
の
時
間
︶

　
7
月
20
日
︵
金
︶

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
7
月
4
日
︵
水
︶

︻
あ
ん
よ
︼
午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　
︵
1
歳
6
カ
月
児
〜
3
歳
児
︶

︻
だ
っ
こ
︼
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
︵
0
歳
児
か
ら
1
歳
5
カ
月
児
︶

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
7
月
14
日
︵
土
︶
午
後
2
時
か
ら

　
定
員
15
人
　
申
込
締
切
7
月
12
日︵
木
︶

　
申
し
込
み
は
一
宮
図
書
館
ま
で

●
ミ
ニ
ミ
ニ
お
は
な
し
会

7
月
1
日︵
日
︶・
8
日︵
日
︶・
15
日︵
日
︶・

22
日
︵
日
︶
・
29
日︵
日
︶午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
７
月
14
日
︵
土
︶
午
後
1
時
30
分
か
ら

●
お
兄
さ
ん
の
お
は
な
し
会

︵
土
・
日
に
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
お
話

会
を
し
て
い
ま
す
。︶

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

　
7
月
4
・
11
・
18
・
25
日︵
水
︶

　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

　
7
月
7
日︵
土
︶
午
後
2
時
か
ら

︵
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。︶

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も︵
乳
幼
児
向
け
︶

　
7
月
10
・
24
日︵
火
︶

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
!

　
7
月
14
日︵
土
︶
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
7
月
21
日︵
土
︶
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
7
月
28
日︵
土
︶
午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま

つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

施
設
・
病
院
等
に
出
向
き
年
配
者
の
方
々

に
も
サ
ー
ビ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お

は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に

な
り
た
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
︵
担
当
　
雨
宮
︶

☎
０
５
５︵
２
６
２
︶５
９
５
９

０
５
５︵
２
６
２
︶５
９
6
7

○
石
和
図
書
館

2
日︵
月
︶・
9
日︵
月
︶・
17
日︵
火
︶・

23
日︵
月
︶・
30
日︵
月
︶

○
御
坂
図
書
館

4
日︵
水
︶・
11
日︵
水
︶・
18
日︵
水
︶・

25
日︵
水
︶・
31
日︵
火
︶

○
一
宮
図
書
館

2
日︵
月
︶・
9
日︵
月
︶・
16
日︵
月
︶・

23
日︵
月
︶・
30
日︵
月
︶・
31
日︵
火
︶

○
八
代
図
書
館

2
日︵
月
︶・
9
日︵
月
︶・
16
日︵
月
︶・

23
日︵
月
︶・
30
日︵
月
︶・
31
日︵
火
︶

○
境
川
図
書
室

1
日︵
日
︶・
8
日︵
日
︶・
15
日︵
日
︶・

16
日︵
月
︶・
22
日︵
日
︶・
29
日︵
日
︶

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

2
日︵
月
︶・
9
日︵
月
︶・
17
日︵
火
︶・

23
日︵
月
︶・
30
日︵
月
︶・
31
日︵
火
︶

子どもから大人までご参加いただけます。

日 時

場 所 市内各図書館内

内 容 ・七夕かざり

・消しゴムスタンプで作ろう！

　オリジナル暑中見舞いの作成・名刺・ポストカードなど
（職員みんなで浴衣姿でお待ちしています）

夏休みを利用して笛吹市立図書館・文化施設を制覇しちゃおう！

日 時 7月20日（金）〜8月17日（金）各開館時間内

場 所 笛吹市内各図書館内・春日居郷土館

山梨県立博物館・清楓美術館
（子どもさんは全て無料になります。）
※春日居郷土館は展示替えのため７月23日（月）〜30日（月）休館。
※県立博物館を訪れる際は「夏休みフリーパスポート」をお持
ちください。

日 時 8月17日（金）午前10時〜午後3時

場 所 市内各図書館玄関前

内 容 ヨーヨーつり・ゲーム

　　（映画会　石和・御坂・八代図書館のみ）

内 容

7月7日（土）　開館時間〜午後4時

・各図書館の開館時間をご確認ください。
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八代町北地内の堀川では、たくさんのホタル
が舞い、地域の話題となりました。
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